
 「家読（うちどく）」は、「家庭読書」の略語で「家族ふれあい読書」を意

味し、「家族みんなで読書をすることで家族のコミュニケーションを深める」

ことを目的にした読書運動です。  

 「家読（うちどく）」のやり方は、子どもを中心に家族で同じ本を読み、読ん

だ本の感想を話し合うということです。 

 読む本は自由ですが、「絵本」をおすすめします。絵本ならば短時間で家族全

員が読むことができ、絵の印象や物語の感想など、語り合う話題に多様性があり

ます。また小さなお子さんから世代を問わず家族全員で、それもページを開きな

がら、ページごとに感じたことを語り合うことができます。大人が絵本に親しむ

こともその人の人生を照らしあう等、大切な意味を絵本は教えてくれます。 

 「絵本を家族みんなで楽しむ」・・・それが「家読」だとも言えることです。 

～家読推進プロジェクト公式 HP より～ 

 

 

 

 

家読を実施します！ 

 今年度も、国分寺中学校区では、「家読」に取組みます。読書を通じて、家族のコミュニケーションを深める

機会にしていただけたらと思います。 

さて、「家読」には、どんな効果があるのでしょうか。ほんの一例ではありますが、参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「読書が好きな子の学力は高くなる」という研究結果もあります。読書好きな子は、家族も読書が好きとい

うことが多いものです。「家読」を通して家族とのコミュニケーションが深まり、さらには、読書そのものが楽

しいと感じるようになるのではないでしょうか。 

 

１ 実施日  第１回   ９月２９日（金）～ １０月１０日（火）             

第２回  １２月２３日（土）～  １月 ８日（月）           

 

２ 実施内容 

（１） 読書の方法を決めて読書をする。 

① 家の人からお子さんへの読み聞かせ。      ⑤ 読んでおもしろかった本を家の人に紹介する。 
 

② お子さんから家の人への読み聞かせ。      ⑥ おすすめの本を家の人と紹介し合う。 
 

③ すきな本を家の人と一緒に読む。       ⑦ 読んだ本を家の人と紹介し合う。 
 

④ 同じ時間に家の人とそれぞれ別の本を読む。  ⑧ 家の人と公共図書館で本を借りて読む。 

         

（２） 「家読カード」に記録をする。 

 

 

 

保護者各位  №２ 

国分寺中学校区 

学力向上だより 学びあい Ｒ５．９．２１ 

国分寺中 国分寺小 国分寺東小 



  下野市立図書館のホームページ（https://www.shimotsuke.library.ne.jp）には、『おすすめ図書ガイ 

ド』というコーナーがあります。そこには「小学校低学年向けおすすめ図書ガイド」「小学校高学年向けおす 

すめ図書ガイド」「十代に贈る本」と、年代別におすすめの本が掲載されています。興味のある方は、ご覧に 

なってください。 

                          『図書館通信』から見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊図書ガイド「１０代に贈る本」（令和３年版）より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下野市立図書館ホームページ 

https://www.shimotsuke.library.ne.jp 



＊小学校低学年向けおすすめ図書ガイド（令和元年版）より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＊小学校高学年向けおすすめ図書ガイド（令和２年版）より抜粋 

 

 

 

 

 

 



 


